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国重要無形文化財の新指定について 

 

 

 平成２９年７月２１日（金）に文化審議会（会長 馬淵 明子）が開催され、

同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、下記の文化財の指定が文部科学大

臣に答申される予定です。今後、官報告示を経て、重要無形文化財に指定され

ることになります。 

 

 

記 

 

【答申予定の重要無形文化財１件 】 

 

名    称 保持団体の名称および代表者 所 在 地 

越前鳥の子紙 
越前生漉

き ず き

鳥の子紙保存会 

会長 栁瀨
や な せ

晴夫 

福井県越前市新在家町８－４４ 

（福井県和紙工業協同組合内） 
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本県関係の答申案件概要 

 

【重要無形文化財（工芸技術）】 

名    称  越前鳥の子紙  

保持団体名称  越前生漉
き ず き

鳥の子紙保存会（会長 栁瀨
や な せ

晴夫） 

 

指 定 基 準  芸術上価値が高く、又は工芸史上重要な位置を占め、かつ、 

地方的特色が顕著なもの 

 

保持団体認定基準  工芸技術の性格上個人的特色が薄く、かつ、当該工芸技術を 

保持する者が多数いる場合において、これらの者が主たる構 

成員となっている団体 

 

鳥の子紙概要   「鳥の子紙」とは、雁皮
が ん ぴ

というジンチョウゲ科の植物を材料

に漉いた紙で、色が卵の殻に似ていることからその名がある。

肌は滑らかで耐久性に優れており、虫害も少ないことから、

経典や貴重書等の用紙として愛用されてきた。 

越前で鳥の子紙がいつから漉かれていたのかは不明である 

が、中世には、各地で製紙技術が発達するなか、越前の紙は公

家や僧侶の土産として重宝されていたという記録がある。 

         現在、越前鳥の子紙は、雁皮の繊維を用いて、「流し漉き」

という技法で抄造
しょうぞう

される。工程は、①雁皮の採取、②皮こき、

③灰汁
あ く

出し、④煮
しゃ

熟
じゅく

、⑤塵
ちり

より、⑥叩
こう

解
かい

、⑦紙漉き、⑧乾燥 

である。 

         雁皮は繊維が細かく短いため、塵より等の原料加工には時

間がかかるが、手間を惜しまず、各工程の作業が丁寧に行わ

れることで、緻密で肌理
き め

が細かく美しい風合いの紙が出来上

がる。 

         現在は越前生漉鳥の子紙保存会によって技術の継承が図ら

れている。 

 

保持団体の概要  平成２７年３月２７日、生漉鳥の子紙の技術を伝えていくた 

め設立。正会員８名、準会員１３名 

 

これまでの指定  県指定無形文化財（平成２８年１月１２日） 
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【越前鳥の子紙の生産工程の概要】 

雁皮の皮こき  

原料となる雁皮
が ん ぴ

には黒皮や節がついており、それらが紙料に混入すると紙質の低下を招く 

ため、小刀等で丁寧に取り除く。 

 

煮
しゃ

熟
じゅく

  

雁皮を水につけて灰汁
あ く

を抜いたものを煮たのち、さらに草木灰を加えたアルカリ性溶液で 

煮熟する。雁皮の繊維をほぐれやすくすると同時に、不純物を水に溶ける物質に変え、 

繊維素だけを抽出する。その後水にさらす。 
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塵
ちり

より  

灰汁だしをした雁皮を水に入れ、雁皮の塵（繊維の損傷部や不純物）を手作業で丁寧に取 

り除く。 

 

 

叩
こう

解
かい

 

塵よりを終えた雁皮を、木製の叩き棒で念入りに叩いて繊維をほぐす。その後、ピーター 

で繊維をさらに細かくする。 
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紙漉き 

舟の中に叩解した雁皮を入れ、ネリ（舟の中の紙料を均一に保つための材料）を加えてか 

き混ぜる。次に漉き桁に竹簀
た け ず

をはめ、その上に紗
しゃ

を載せて流し漉きの技法で漉く。 

 
 

乾燥 

漉き上げた紙は重ねた状態で圧搾して水分を絞ったのち、一枚ずつはがし、刷毛
は け

を使って 

イチョウ製の干し板などに張り付け、天日または室
むろ

で干す。 
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「越前鳥の子紙」の重要無形文化財指定についての 

知事コメント 

 

 

 

 

地元や私たちの熱い願いが実を結び、歴史ある「越前鳥の

子紙」が国重要無形文化財に指定されることとなり、心から

うれしく思います。 

 

 

今回の指定を大きな一歩とし、優れた品質や幾世代にもわ

たり受け継いできた伝統の技にさらに磨きをかけ、ユネスコ

無形文化遺産への登録を目指してまいります。 

 

 


